
MICROSOFTとロジクールが  
ワークスペースを再構築する
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従業員を一か所に集めるのは至難の業です。従業員の多くが
リモートで働いている状況で、今日の企業は、従業員の共同
体意識を育み連帯感を高めることに苦労しています。空席の
デスクが目立つオフィス、閑散とした廊下、人気のない休憩
室、そのような仕事場に誰が行きたいと思うでしょうか。

従業員が出勤したいと思うような、生産的に働けるサステナ
ブルな環境を作ることは、いまや雇用者側の責務なのです。
パンデミック発生以降に生まれた新たな行動パターンに対応
するためには、これまでのやり方を変えていくことが求めら
れています。

Microsoftとロジクールは、ワークスペースをどのように再
構築しようとしているのでしょうか。

そこでは、人と人とのつながりを最優先とし、人を中心とし
たスペースの設計を行っています。

ワークスペースを
再構築することで 
人間らしく働くこ
とが可能に



MICROSOFTの 
アプローチ

ロジクールのエコシステム内にいる多くのパートナーやお客様
は、当社とMicrosoftが連携したソリューションの利用を通じ

て、よりコラボレーションに適したハイブリッドワークを実現
しています。Microsoftによるワークスペースの再構築方法を紹

介します。
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MICROSOFT  
AZURE DIGITAL 
TWINSとモノのイン
ターネット テクノロ
ジー
ハイブリッドワークへの移行によって、Microsoftに
は650超の社屋における業務を再構築する機会がも
たらされました。これを可能にするのが、モノのイ
ンターネット（IoT）テクノロジーとMicrosoft Azure 
Digital Twinsです。Digital Twinsとは、開発者がリアル
タイムで現実の物理的環境をコンピュータ上で再現で
きるプラットフォームです。

Microsoftのオフィスの大半には、室温、空調管理、
機器の稼働状況を監視するために、数千ものIoTセン
サーが設置されています。今回Microsoftは、このセン
サーを使用して、オフィスに復帰した従業員の業務効
率を向上させる、新たな方法を見つけました。

Azure Digital TwinsとIoTテクノロジーによ
り、Microsoftは会議スペースの利用状況と予約状況
をセンサーのデータと組み合わせて社屋の使用状況を
追跡し、従業員の業務を効率化しています。
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ビデオ対応ワークスペー
スの規模や範囲が広がる
と同時に、管理の必要な
機器の数も増加します。ロ
ジクールは、ロジクール 
Select、Sync、Logi Tuneな
どの高機能アプリケーショ
ンとサービスプランを提供
し、さまざまなスペースで
ビデオコラボレーションツ
ールの導入とメンテナンス
を支援しています。

ビデオコラボレーション ソ
リューションのレベルを引
き上げる高度なテクノロジ
ーとアプリの詳細は、こち
らをご覧ください。

https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/services-and-software.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/services-and-software.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/services-and-software.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/services-and-software.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/services-and-software.html
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MICROSOFT 
SIGNATURE  
TEAMS ROOMS
今日のハイブリッドワークスペースにおいては、自然
かつ臨場感のあるオンライン会議を実現する必要が
あります。リモートからの参加者が会議室でしっかり
と存在感を示せるような環境が必要です。Microsoft 
Signature Teams Roomsは、家具、ハードウェア、テ
クノロジー、会議室構成を刷新することで、誰も取り
残されない環境を提供します。

中～大規模のスペースでは、Steelcase Ocular Arc7の
ような円弧状テーブルをRally BarなどのAV機器を囲む
ように設置し、その対面にアスペクト比21:9の大型デ
ィスプレイを配置します。こうすることで、目の前に
いるかのように、リモートからの参加者とつながれま
す。小会議室では、短辺の丸い台形または角の丸い二
等辺三角形のテーブルを使用することで、まるで参加
者全員が同じ会議室にいるかのようなやり取りができ
る、直接対面と変わらない会議を実現できます。

Microsoft Signature Teams Rooms対応ロジクール製品：

Rally Bar、Rally Bar Mini、Rally Bar Huddle、Tap、Tap 
Scheduler

Microsoft Signature Teams Roomsの詳細をご覧くだ
さい。

https://blog.logitech.com/2022/12/13/the-hybrid-meeting-experience-is-broken-its-our-goal-to-fix-it/
https://blog.logitech.com/2022/12/13/the-hybrid-meeting-experience-is-broken-its-our-goal-to-fix-it/
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コネクテッド ワ
ークスペース
Microsoftは、テクノロジーを活用することで主
要な職場環境を改善し、日々の業務をより快適
にしています。Microsoftのワークフロー改善事
業には、全社規模の従業員用モバイルアプリ、
社屋とロビーのスマート キオスク端末、デス
クトップアプリケーション、スマートな移動経
路や駐車場の推奨システムなどが含まれてい 
ます。

同様にロジクールでも、オフィスでの業務にス
ムーズに戻れるよう、デスク予約用のマネージ
ド ドッキングステーションLogi Dock Flexを提
供しています。従業員は、出社前に簡単な操作
でスペースを見つけて予約しておき、出社後に
コンピュータを接続して、すぐに業務を始める
ことができます。

これにより、スムーズで快適、かつ安全な出社
が可能になります。スムーズな駐車、入館証な
しでの入館、職場向けサービスへのインテリジ
ェントなアクセスなどができる環境が整うと、
出社時の利便性向上とともに働き方の柔軟性も
高まります。

記事「Microsoft Placesをご紹介します」をお
読みください。

https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/logi-dock-flex.939-002154.html
https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/blog/2022/10/12/introducing-microsoft-places-turn-your-spaces-into-places/
https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/blog/2022/10/12/introducing-microsoft-places-turn-your-spaces-into-places/


 
ポイント
ワークスペースの再構築は、人と人とのつながりを最優
先すること、そしてコラボレーションの効果を高めるテ
クノロジーを利用することから始まります。そのために
は、以下のことを行います。

 •  オフィスを共同体意識や人とのつながりを育む場所
として捉える

 •  オフィス内の会議室とスペースを、集中力を必要と
する個人作業から臨時の会議まで、幅広く対応でき
るように設計する

 •  従業員がどこからでも作業に参加できるように、ワ
ークスペースにコラボレーションツールを導入する

以上の方法でワークスペースを再構築すれば、従業員全
員が、どこでも、テクノロジーを活用してより大きな組
織とつながれるようになります。
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新しいスペースの
ご紹介

あらゆるスペースでビデオコラボレーションが可能になります。

新しい働き方のパラダイムを支える、オフィススペースの再構築
に関する当社のビジョンをご紹介しましょう。
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隣接部署共有 
スペース

隣接部署共有スペースは活気に満ち溢れた場所です。

グループのコラボレーションやコミュニティを活性化
し、働くことを、はるかに充実した、より楽しいもの
にします。
推奨製品：

- Rally Bar Mini
- Tap IP
- Swytch
- Microsoft Teams

コラボレーション、交流、オンライン会議のた
めのカジュアルなスペースです。

絆を深めたり新たな人間関係を構築したりと、
職場への出勤を有意義なものにする場所です。
推奨製品：

- MeetUp
- RoomMate
- Tap IP
- Microsoft Teams

ソーシャル 
スペース



ハドルスペースは、自然発生的なコラボレーショ
ンを行える、少人数チーム向けの個室です。

気軽に使える柔軟性の高いスペースで、ビデオ会
議に適しています。
推奨製品：

- Rally Bar Huddle
- Tap IP
- Tap Scheduler
- Swytch
- Microsoft Teams

アイデアを生み出し、自由な創造的思考を促す
インタラクティブなオープンスペースです。

ビデオ会議機器を導入すれば、より多くの人が
会議に参加でき、さらに多くのアイデアを集め
ることができます。
推奨製品：

- Rally Bar
- Scribe
- Tap IP
- Sight
- Microsoft Teams

ハドル 
スペース

ブレインストーミング 
スペース
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フレックス 
スペース

共有デスクスペースを予約して、オフィス内のチ
ームメンバーとより効果的なコラボレーションを
行える、柔軟かつオープンなワークスペースです。
推奨製品：

- Logi Dock Flex
- Brio 505
- MX Keys Mini
- MX Anywhere 3
- Microsoft Teams

リモートオフィスでの生産性を高め、充実した
ワークスペースにするためのツールを従業員に
用意しましょう。

在宅勤務を有意義なものにできます。
推奨製品：

- Brio 505ウェブカメラ
- Zoneヘッドセットまたはイヤホン 
- MXシリーズ キーボード/マウス
- Logi Dock
- Microsoft Teams

ホーム 
オフィス



すべての人々 
すべてのスペース

1  MicrosoftのCEOであるSatya Nadella氏のYahoo Financeにおける発言（2022年10月17日）：  
https://finance.yahoo.com/news/microsoft-ceo-on-hybrid-work-171834091.html

2  「トロントで開催のWorkBetterLabでSteelcaseとPOIが従業員が働きたくなるオフィスを紹介」、POI.ca（2022年3月14日）
3  「リーダーシップをデザインする」、Steelcase.com 
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